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どころに結晶質の石文；岩おはさんで
いる。この片麻岩のうち水成岩から
愛った部分わ古生代の秩父系厨群の
ものといわれている。花岡岩の部分
わ比較的少い。これらわ第三紀暦地
域の南側と，費連山附近、石動山脈
中にところどころ，“邑知地湊”以北’
の能登牛島にところどころに第三紀
暦の基盤として露岡している。
　八尾の南から東にかけてわこの片
　　　　　　　　　￥麻岩より新しいユラ紀の手取暦群が
あって植物や貝の化石お問す。城端
岡」の南の山地でわ新第三紀屠と片腕
岩との間に月長石拾含む石英粗面岩
の熔岩がある。これわ片麻岩上に不
整合にのり，叉新第三紀居の最下部
の岩稻層群の基底暦に不整合におお
われている。その噴出時代わいまの
ところでわ手取層群より新しく，岩
稽層群より古いとしかいえない。つ
まり白亜紀か古第三紀のものであろ
おが式わ新第三紀の一番古いものか
もしれない。
　第ミ紀層の分布と夫饅の地責構造
　以上の基盤の露出地域と雫野及段
丘の砂礫暦の部分以外の丘陵地帯（
一部でわ中山憧の山地）わ全部新第
三紀暦でっくられてい・る。も．つとも
新第三紀暦の分布地域内の平野の地
下が新第三紀厨であることわゆうま
でもない。
　この地域わ新第三紀厨の構造上からみて玖のよおに分けることができる。（1）能登牛島
　讐普通ジ’ラ紀とよばれているが，松本建螂に從ってユラ（J日剛お用いたいo
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　　　　　　オ。チ主部。これわ邑知潟一七尾以北の能登牛島の部分で，大部分能登厨群からできている。鈴
木好一らにより調査された地域で，いづれ鈴木によク援表されるであろお。（2）‘’邑知地
溝”邑知潟から七尾の南にかけての平地の部分で普通地溝と呼ばれている部分であるが地
質學的にこれが地溝であるこ．とわまだ護明されていない。かえってここに」本の断層があ
ると考えた方がよさそうだ』横山により指摘され衣よおに少くと」もここの両側の部分わ濁
稽的でわ広い。（2）わ七尾の附近でわ滴失し能登島でわ（2）と（3）とがつづいている。
（3）石動山背斜。子浦から氷見の南にかけての線以北，崎山牛島の先端おへて能登島の東
部にわたる一帯で大きな背斜帯で大部分わ余川亜暦癬からできている。背斜軸わ大騒縣境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛キr苗廿，の山脈（石動山脈）の頂部ににそい碁石峯から荒山峠，石動山おへて東北にのびている。
背斜の南東翼わ緩く傾斜し109内外である洲ヒ西翼わ比較的急でが以上に達する。石動
山から北東でわ背斜わいくつにも分岐し鹿島郡の大番から崎山の地帯わゆるい傾斜で波打
った構造である。石動山以北でわ能登麿鮮もわりあい魔く分布している。・南の方でわ余川
・亜暦群が直接基盤の上にのっている。（4）一ノ島携曲断層及氷見向斜。鹿島郡柏崎村竹生
野から南志構村原，氷見郡久目村一ノ島おへて御林山にいたる麟唐為一ノ島携曲鐵厨とよ
ぶ。南側の賓簿ドロムの北翼が断厨に近づき傾斜が念になり（ほとんど垂直になり）麟暦
の北側の石動山背斜地帯でわ再びゆるい傾斜の地麿になる。ζれわ寳連山の㎜晦が北に
石動山背斜に向ってつき上げたよ為な現象お呈している。ζの断層わ東にだんだん弱くな
勿途に勘屠わ消えて氷見向斜にうつる。しかし勘暦の延長部でわ（向斜の南翼）傾斜わわ
り・あいに念である。氷見向斜わ∠形に東に開いた向斜で東にゆく一と南翼の傾斜も玖第にゆ
るくな・る．o
　（5）實連複背斜。賓連山の基盤（片腕岩及花開岩）おとりまくドームとその束に雁行し
　　　　　　　カサ。てのびた吉池，蒲田，二上の背斜，港よび費連山とクリ．カラ，石動の藺の緩傾斜ρ地帯お
ふくむ。蒲田背斜と二上背斜の間わ南北に走る海老坂逆噺暦によって切られている。この
地帯わ一・種の安定地帯として（4）と（6）捨へだてて（3）及（8）に謝立する部分である。
　　　イス＾“　（6）石動断暦帯。五位山村西明寺の北から石動附近おへてクリカラ方面にわたり（5）
の南東捨隈る地帯で，この部分でわ3～4像の著しい麟暦が並行し，また小断層が多く地
層わ急斜している。（5）の南東のはじにわこρ灘屠に沿うて北翼わゆるく南東翼の急斜し
た田川背斜がある。この帯の地質構造わ複雑であるが要するに（5）の南東お限る不安定
の地帯とみるべき部分である。．
　（7）金津緩斜帯。（5）の南につづき金隅禅幡閥の東側の丘陵の部分で余川風群の最上
部と氷見暦群がひろく低どんど水平に分布する地帯である。河北平野に近づいて傾斜わ
20o㍗30oになる。
　　　　　｛’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　缶，’　（8）曜王山ノーズ状構造。馨王山とその北につづく蟹谷．丘陵の部分で北に突出したノー
ズ状の構造おなす。一也暦わ一般にゆるく北に傾斜しているが西側と東側ではやム急に外に
向って傾斜している。（7）と（8）の間にわ（6）・の延長部分都く．さび秩に入り込み深く落一
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ちこんだ東翼わ極めて急斜した向斜捨づくっている。．このノーズ状構遣わ撃に榴曲として
後からつくられたのでわなく背の蟹王山火山の北側に地歴がそれお取り巻くよおな形に堆
積したためでもあるよ捨だb
　（9）南部山地。南側の飛弾山地から丘陵地帯にうつり留る部分で大部分渚稻暦群からで
をた中山性ρ山地であるσ堆暦わ一般に北に傾斜しているが城端の南でわ東西の背斜があ
リその軸部には基盤の月長石石英粗面岩がでている。金澤の南から蟹玉山の南にかけての
薪第三紀厨わ基底部までまだ調査していない。次お井波と八尾の商にわ．（8）と礪波平野
秦へだててもう一つのノーズ構造が北に突き閉し，その先端にわ背斜の西翼が牛刀献にの
こ．ったよ港一ﾈ巣羽山丘陵がある。
　　岩相による第畳紀暦の層序
　ここでのべる暦序睡分わ岩相と累重闘係にもとづいてきめたものである。地歴の岩相に
よる厘分の最小の軍位わ軍厨（1乱ye・，昌缶船tum）であり・いく．つかδ箪暦が集って，部暦
（Im1bθr）お構成する。部厨わ比較的一様な一つづきの岩厨セ，標準露閑地の地名に着相
名お加えた二命名法によって名前おつける。もちろん亙厨（到tem洲。皿）のよおなもの一わ
一括して一つの拙厨として取扱われる。この軍元のしめる塞間的のひろがりわ大鎧五万分
一の一の地固で表現できる位のもの．としたい。軍暦でも特別の場合（たとえぱうすい凝友岩
で一も個有名を必要とするよ島注場合）にわ命名する～＝と’かある。いくつかの部属の集）で一
．かなりの室間的のひろがりお持ち，・何らかの共通な地質現象型によって他の部分とわける
ことができるものお累暦叉わ厨（拘mat号0n）とよぶ。累居わ部暦お垂直及水平の方向（層
序的に）に追跡・し，その愛化お關連づけるこ工によってきめられる。その塞間的のびるが
クわ大騒二十万分の一の地固にまとめて表現できる位の太さが適醤と考える。累暦わもぱ
や単なる岩相による単位でわなく，地質圖法上の軍位に鱒化したもので，一・つの累層内で
も岩相わいろいろに愛化するものである。だから累暦の命名のときにわ岩相名お附記しな
い方かよい。こ～＝で定義した累厨わ今までbedとよぽれているものから時にわ層群とよ
ばれて屯・たものまで含まれる。いくつかの累層が集って，よ・り高次の共通の地質現象型拾
もつものにまとめられるときにわ，これお厨群（grOup）とよぶ。多くの場合一つの層群
の上下わ不整合，あるいわ沈積條件の著しい’蟹化でがぎられ，全鰐として一種の沈積輸廻．
の現象型お呈する。暦群と累層との中間に亜層群（subg1o岨p）おおいた方が地質圖法上合
理的で，叉便利な。ことが多い。暦癖おいくつかまとめたものお累暦癬（sup帥gr㎝p）とよ
ぶこともある。これらの岩相上及圃疫との各単元（厨）の境わ後でのべる生物暦序學上月
歪時間的層序學上の塊とわ一致しない。以上にのべたプリンシプルに從ってこの地域の第
三紀居お茨にのべるよおにわけ局。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イモ兄　岩稻層群（仮稽）（I冊in6Gr1州p）岩．稻層群のタイプ麟繭わ笹津，一今生津間め鱒通川に
滑5断面である。このタイプ麟面わはじめ横山によψのぺられ（八尾統の下部）．そののち
今村によって八尾統から分離されて岩稻暦とよばれた。ここでわ被りに岩稻層群とよ一んで
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おくが層群としてわもっと大きな地名拾用いたいので膀來わ別の暦絆名おつけ岩稻の羊わ
累暦名の方につかいたいと考えている。岩稻暦群わ八尾の南でわ厚さが1OOOm値ある。
基底部にわ基底礫岩及砂岩があり，榊通川地域でわ今生津礫瀞とよばれている。基底暦の
上にはおもに妾山岩質の集塊岩，凝荻角礫岩，凝茨岩，糠色凝友搭，安山岩熔岩な．とから
なり局部的に頁岩為はさむ厚い暦が來る。金澤の商から湯涌方面でわ一部に石英粗面岩乃
至石英安山岩もあり一時酸性の火山活動も．あったことお示している。鶴來から金澤の南
（瀬領以南），城端の南，八尾の南，肺通川のクイブ地域おへて早月川の中流まで分布しで
いるかそれ以東北にわ知られていない。東南にわ福井万両にのびて臓井圖幅（7・5000分
の1）に示されている糠色凝友岩やプロピライトにつづくものと考えるがこれわまだ確め
てわいない。化石わ貧弱な植物化石のぼかまだ知られていない。海成か陸威かわわか。ら一な
・いが，このよおに廣範囲に厚く堆積していることからみて陸上の火山の噴出物とみるより
わ海底火山の噴出物とみた方がよいのでわないかと考える。岩稻暦鮮についてわまだこれ
から火山暦序學（VO1脇皿。昌tr乱tig・aphy）としてもっと調査研究おしなければならない。今
まで知られた範團でわ岩稻層群の基底わわりあいに平たんで起伏わ少いよ・拾である。
　能登盾群（NotO　Group）能登層群わ鈴木好一がおもに”邑知地溝”以北の能登孚島に
蟹達する第三紀下部署に封じて命名したもので・安山岩・集塊岩，凝友岩のよ拾な火山峰
ρ岩石と礫岩，砂岩，」頁岩などからできている地層でところどころに亜炎お含んでいる。
くわしい記載わ鈴太によって護表されるであろお。鈴太によると下部の穴水素麿．（An独i
zu　For㎜”iOu）と上都の皆月累厨（Mina舳ki　Fomatio11）にわけられる。穴水素暦にわ火
砕岩や安山岩熔岩が多く，i水成岩も大都分火山憧の礫岩で，その間にところどころ・に砂岩
頁岩がP乱tcbお有して分布する。唖炭のでるにわこのよおな部分で・また吻α榊μo一
秒伽α｛，脇㈹m硯，ル前mとd側伽伽伽㈱｛・，∬伽m幽αなどの化石がでる。植物化石もあ
る。麗間時夫が報告した乃吻伽舳伽（高井各二によれば仰冊。伽伽伽）わこの屠から
でたもので，高井の報告した刀榊。吻伽ブψ刑伽8も鳳至郡鵜川村七見産のものわ鈴太に
よれば穴水素厨からでたものだそおだ。穴水素厨わ海底火山によってつくられた一多島海の
間の淺い海に水成岩が堆積したもので，その基底わ起伏にとんでいるから基底の花嵩岩片
麻岩ふらできた島もたくさんあったであろお。崎山牛島から石動山附近にわ余川亜暦群の
下に穴水素雇の安山岩，集塊岩，凝茨岩，火山譲岩などがかなり廣一く露出していて・穴水
素厨が宇波川流域まで護達しているヒとわ確賛である。上部の皆月累層にわ火砕岩が比較
的少く，．礫岩がおもで黒色頁岩，石英砂岩などもある。門飾から輪島の方歯の牛島の北酉
部に褒達し南の方にわその分布おみない。輪島の檎潮儀の附近。わ「うに」の棘の化石が
多く貝もでる。鈴木によると皆月累厨からわm舳炉O㈱幽伽壱dの化石がでるとゆ㌔
穴水素暦の化石が洗い111｛されて再び堆積したらしいものもあるから穴水と皆月とわ局部的
に不整合現象があるらしい。能登暦僻と岩稻履群とわ一見同時代のよ為にみえるが，化石
からみると能登暦鮮の方が耕しいもので，岩棚厨群の堆積時代にわ能登わ陸地であり，能
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萱層群堆積時代にわその溝すなわち邑鋼潟から氷見にかけての地帯に片腕為花筒岩の陵
地があったものである。
　余川層番（Y1枠wa　Group）これわ江刺庄藏が永見の岬の余川村附近の地層につけた余
川統（横山護表）にも．どつく。江刺の余川統わここでゆう狭義の余川暦群すなわち余川里
暦群にあたるもので，余川層群のなかにわこの他に八局，音川捨よび鳳至の亜層群が牽孔
奈川暦群わ能登牛島基部から富山縣の山麓地帯に一はん虞く分布している第…紀暦である
余川風義のタイフ断面わ氷見地域の阿尾川にそう鐵面で，このタイフ断面にあらわれる地
膚によって構成されているのが余川亜暦群で，今まで私ぎもが余川暦癬とよんでいたもの
である〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十シ目　余川亜暦群（YOka珊Subg正㎝p）これわ下から順に八代累暦（今まで高声累厨とよ。んだ
もの），吉瀧累層及阿尾累暦の三つにわけられる。タイプの阿尾川の麟魎（八代表抗から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巾リ’阿尾まで）で下から順に懸札砂岩，高戸泥岩，小川暦友岩，・姿泥岩，上田凝友岩，稻積泥
岩の6のメニ／バロがみとめられる。懸札砂岩わ今までバ代砂猪とよんでいたが，この名捨
累暦名に昇格させたのでジ蓉石村懸札附近お多イブとする懸札砂岩わ名捨つかうことに・し
た。これわ中～粗粒の砂岩で基底の花躊岩の島状につき閉した部分に不整合にのP亜族お
含む。亜炎わ八代附近セ探掘されているもので厚い所でわ2m位ある。懸札砂岩わこ～二
でわ30m位の厚さであるが碁石村方面でわもっと厚い響その上熱わ泥岩と互暦し商戸泥
岩（タイプわ砦有村高戸）にラつり変る。’これわ暗女色～黒色泥岩で稀に貝化石や肋g炉
商8（海綿といわれている）お含・む。厚さわ40軸位であるがこれも蕃石村でわ厚くなる。
上郡わ著しく凝皮質になり，凝茨質泥岩と繊密な凝友岩とが薄く板状に互暦し叱小川屠茨
岩（タイプわ碁石村小川）にうつ・り饗る。この麿友岩わ厚さ20～40mあリ有効泳キーベ
ツドとなる。厨友岩の上につづく姿泥岩（タイフわ女真村菱の海崖，今まで吉瀧泥岩とよ
んでいたが八代砂岩と同じ理由で改名した）わ岩質上まったく高戸泥岩とわ硬別でき。な
い。8刮g鮒伽に富みz伽。紬〃幽幽その他の泥相申に普通の貝や，海綿の骨針，一点
鱗などの化石お含む。厚さわ約300mある。その中部に数枚の砂暦おはさむがこの部分わ
余川村方面でわ互厨に蟹る。上田凝友岩わ厚さ10m位の粗粒の浮石質疑次号でタイプの
上庄村上田でわ凝茨質泥岩申に数枚の細粒の凝茨岩（みがき砂）がはさまったよおになる。
氷見町稻積でわこの凝茨岩が天然セメ：／トとして探掘されている。これも小川暦茨岩と同
じく有効なキ｝ヘツドである。穂積泥岩（タイプわ氷見町稻積，今まで阿尾泥岩とよんだ
もの，改名した理由わ吉瀧などと同じ）わ上閉凝次善につづく幡女色塊献のやム歎い泥岩
で阿尾川でわ40111位の厚さであるが，こ一～＝でわ最上部がかげてい孔以上のべたタイフ
断商の小川房茨岩以下お八代累暦（クィブわ八代炭坑附近の懸札砂岩），中都め姿泥岩の部
分お吉瀧累暦（タイプわ八代村吉瀧における姿泥岩），上壁峻友岩以上為阿尾累暦（タイフ
わ阿尾部落附近の稻積泥岩）とする。との随分わ全地域の余川亜属稚に適用できる。
　これらのタイプ断面における岩相わ，それぞれのメンバーお暦位的に水平に道かけてゆ
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くといろいろの岩相に蟹化する。すなわち，泥岩から砂・泥亙厨おへて砂岩あるいわ砂・
礫・泥の互層，またわ礫岩にかわり，ふたたび立暦おへてもとと同じよお底泥岩にかわる。
ごのよおな追跡のさいにわ，いろいろの凝友岩暦が役にたつ。しかし凝灰岩も度い地域に
わたって蓮綾するものでわなく、ときにわ大沼凝茨岩や稻葉山糠色凝茨岩のよ捨にあるメ
ンバーの大部分が厚い凝友岩でおきかえられていることもある。これらのいろいろのメニ／
バー・わそれぞれクイブ秦指定して命名してあるが，それらについて～＝こでのべることわあ
まりに繁雑に底るから省暑する。別につけた鈎比表によって各地域のメンバー一と大盤の厚
さ捨鋼って頂きたい。特に岩相の蟹化の著しいのわ八代累暦であって八代累暦も起伏のは
げしい基盤に海進の初期に堆積し・たものであるから礫岩，砂岩及互層の部分が多く泥岩の
部分わ少い。八代村の北都でわこの累暦わ國見泥岩お主としているが，これわ八代の懸札
砂岩から下の暦準まで含むもので凹所に堆積したものである。崎山半島でわ八代累層オ）大
　　r山幸部分百海万暦（砂岩，礫岩，泥岩の互層）で，石動山脈の北酉側でわ礫岩が多い1城山礫一
岩）o費蓬山附近の八代累暦の下部わアーヨ｝ズ，礫岩，舵岩の亙暦で上部でわ黒色泥岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ』’一と砂岩の万暦に戴枚の緑色凝荻岩が入っている。（澤川互暦）。八代累層の砂質部にわ1
0〃O岬8ぴ脳壱舳伽，m舳砂8舳ξ㈱加などが知られ，泥質部にわ”0μ榊幽刎肋伽αεがで
る。大沼凝友岩の最下部からわ”0gV紬伽励。怯だし，百海の百海暦恥ら0p舳泌舳。肌
〆α舳伽加が㈹，澤用互層申の宮島隷色凝茨岩からわM切鰍ρ8伽と0μ吻肋勿がでた。
八代累層わ國見泥岩，高戸泥岩おのぞいて大部分わ淺海に堆積したものである。吉瀧累暦
でわ岩相の愛化わ八代累厨よ．りわ少く泥相が虞く襲達している。もっとも砂岩叉わ砂泥互
層の部分・も石動山背斜の南東都から賓連複背斜の東部にかけてかなり虞く護達している。
醤玉山の附近でも蔵原砂岩のよおな砂相が中部にみられる。石動山背斜の北酉でわ礫岩相
（高畠礫岩）が褒達し，とれわ邑鋼潟の北の瀧礫岩につづく。瀧礫岩わさらに赤浦砂岩に
うっり壌リ，赤浦わ叉和會泥岩の音瀧のノーマルーの相にもどる。吉瀧累暦の泥岩の申にわ
化石わ曲g鮒伽の他あまリ多くわない。砂岩の中にわところどころにル伽畑舳ε伽s
がでる。蔵原砂岩わかな少多くの貝化石清産する（そのデ部わ小野山武文によって蔵原暦
及湯ノ谷雇一の化石として報告されている）。七尾附近の七尾石次質砂岩も吉瀧累暦の一岩
相でこれわ肋伽切榊伽舳，0伽m苫伽凶伽伽，0肌m岳舳加納などお産することが
よく知られている。鈴木によると能登島孚浦の伽加08似棚わ吉瀧累暦からでたものであ
る。大春地域から七尾附近肥は吉瀧累暦の下部に海糠石の多い砂岩があるがこれわ・一定の
厨準お示すものでわない。時代的にわ邑知潟以北の吉瀧わタイフのものよリやム古い時代
のものも含まれているよおだ（0〃ω伽硯の産出などでも知られる）。阿尾累暦の襲達し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・ナ…ているのわ阿尾附近以南の氷見地域（稻積泥岩など）と礪波丘陵，金澤の南東都（高窪泥
岩）であク大鰹塊状の泥岩椙が多いが賓違背斜の東部でわ互厨おへて砂岩（鉢伏’砂岩）た
かわっている。望だ石動からクリカラ峠陥迎にわ砂山砂層とよばれる花肉質砂の著しい相
がφるが，どれも阿尾累暦の一・岩相である。小野山に．よゆ竹ノ橋厨とよばれたものわタイ
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ブ地域の麗係から高窪泥岩とあら妙だ。・・また小野山の下中験よび千楯わそれぞ傭
瀧累厨中のメンバーとして採用したが，南蟹谷層群の名わ余川亜暦辮との直接の闘係がは
っきりしたので1＝れお嬢止した。阿尾累層わきわめて化石に乏しく，舳g鮒伽や；管孔虫も
少い．高窪泥岩の上部わ小野山の軽石層とよんだもので横山ρ第1軽石帯以上の部分にあ
たり，第三軽石帯が含まれる。第3軽石帯わ氷見厨僻のものだ。高窪泥岩の下限わ時代的
にわタイプの阿昆累層より古い部分も入るが地質圖法上からわこれを阿尾に入れねばなら
ない。
　一＾尾亜盾群（Y独uo　Subgmp）これわ地域の南部に擦蓬する余川暦群の下孚部であっ
て余川亜暦群よりわ大麗古いものであるが一部わ時代的にオ｝パロラツブしている。横山
の八尾統にもとづくものでクィブわ八尾附近である。タイプ地域の八尾亜層群わ小野・伊
田によって調壷されたものでいづれくわしく製表されるであろお。大鶴のことわ横山・一今
村の從來の論文によって知られている。八尾附近でわ岩稻厨群との間に不整合がみら一れ基
底に礫岩がある。室牧川沿岸でわこの礫岩が厚く護達し昔の扇状地であったことが推定さ
れる。基底礫岩の上にわ掛畑｛一樫尾の互麿のメンバ｝があり，その上に新村泥岩があ孔
大盤下部にわ植物化石（0蜥ψ吻切”舳，Z伽舳棚鮒など）があり海棲の化石わなく，
その上に水温の高い瀕海性の沼澤地あるいわ淺い海などにすむ貝（ア伽榊砂0切舳αぺ昨
榊・肋，”伽伽刎，肋m硯，0肋榊加（1舳・f“硯肋居伽伽畑山舳mi・”硯・0肋榊
痂肋ξ舳舶など）淺い暖い海にすむM6伽紬舳．φε㈹脇倒などの高等有孔虫のでる部分
があり，最上部の泥岩層にわ亜沿岸性の乃舳側，z砒‘伽などの貝がでる。八尾から西に
行くと新村泥岩と樫尾互層の間に山田中凝友岩があり，これわ有効なキーベツドとなリこ
れ拳境に八尾亜暦群括上下の爾累暦（まだ名おつげてない）に分ける。山田川から酉に行
くと基底部にわ礫岩わなく岩稻層群とわ整合であるよおにみえ，最下部の湯山互厨にわ
〃9蝪舳あ鮒などの植物化石のほかにM刮伽榊肋榊伽｛，ノ脇δ舳側肋倣などの海の貝
がでて，厚い黒色實岩からなる蓋蓉，井菓谷の爾泥岩厨がつづく．。上都の泥岩相わ山田中
凝友岩の上に束からつづいていてク伽紗硯、工伽伽例，〃伽のよおな泥欄中の貝化石おだす。
M壱。m岳伽，0p舳肋例わ山師キ1凝友岩の直下に多く，それより上にわでない。さらに西に
蟹王山地域でわ八尾亜層群の大部分わ蟹王山の石英粗面岩熔埼，織色凝友岩，凝友角礫岩
火山砂礫岩．火山性泥岩などからなり，その上に0p伽伽肋硯お産する砂子板暦友岩がある℃
この砂子板暦友岩わさらに西の淺野川，犀川の地域まで追跡され0〃舳脇側のほか，八
尾地域にでるのと同じ固㈹榊，〃m”例，0”㈱ク川ε8肋伽幽・0例3個物価・”棚㈱伽佃e．
納，P励脇鰍た」とかで孔犀川の西でも0戸mωよ棚お産し・またこの下から0θ㎜帥吻・
切〃舳がでている。馨ヨ三山の石英粗面岩質の岩暦わ蟹王山でわすこぶる底厚いがその東西
で急に薄くなっているし，また蟹王山自鰐の威層状態からみて，どれが昔の火山であった
1＝とが推寒される。蟹王山火山が海底火山であったかどうかわ問題であるが，奥新保の南
でこの凝茨岩の中から有孔虫がでたことから少くとも海岸の火山で」部わ海底に沈積した
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むので，おそらくわ海底火山として成長して陵上にあらわれたものでわ広いかと考えてい
る。そして砂子坂メンバーわこの火山の山麓の海湾に沈積したものであろお。砂子板メ1／
バロ中に獣類の足跡化石の見出されたことわこれが海湾（潮間帯あたり）の堆積物である
ヒ．とお示していると考える。後でのぺるよおに八尾重層群の上部わ余川亜麿群の下部とわ
時代的にわ同じものであるがその下部わ能登厨群と同時代であ孔賓連山の基盤岩と余川
亜暦群との間に野田火砕岩厨とよぶ石英粗面岩質の凝友角礫岩があって，余川里暦群に不
整合に拾捨われているが，これわおそらく蟹王山メンバーのつづきで馨王山火山の噴出物
が賓遠山の島にさえぎられて止ったものでわないかと考える。砂子坂メンバーわ吉瀧累層
の豊山居衣岩に不整合現象で港おわれているが，これわ徴化石厨房學的研究の結果時間的
のギヤツプわほとんどないものである～＝とがわかった。大山桂わ八尾亜暦群下都の貝化石
群に現悩の熱帯のマ1／グローヴ地帯のものに似たものがでることから當時の氣候お熱帯乃
一至亜熱帯と推定しているが，これわまだ金面的にわ賛成しにくい。とに狗今より牽かであ
ったことわ確賀である。
　冒川里盾群（0缶〇ka柵Subgroup）これわ八尾地域の余川風群の上部であって晋川村附近
おクイブとし富山と高岡の間の丘陵の大部分捨づくっている砂岩と泥岩お空とする地歴で
ある。・八尾亜属群との間にわ不整合があるが，この不整合わ西・北・東北にわ消失し・八
尾の上部と晋州とが合して余川亜属群に饗化する。晋州亜属群の下都にわ乃伽肋g伽壱一
α舳，0〃α榊s榊看s㈱壱8，θ伽仰〃者8併㈹α，肋0”刎肋伽s底どがでるが上部からわル6一
例g鰯。醐｛81r洲物〃α醐納刎㈱4s　m棚伽肋・五〃α伽αなどかでて氷見履・群の化石ににてく
る。
　鳳至重層群（F㎎e舳Subgr㎝p）ヒれわ輪島附近から能登牛島の東部に蟄達する余川暦
群で，犬塚，鈴木，望月の研究がある。大磯余川亜暦群に似ているよおで輪島でオ）能登暦群
お不整合におおい，下都の砂岩からわM切ms切おだし，その上に和倉泥岩に似た塚田
泥岩がある。これわ分布が異るから別の亜属群としたが，あるいわ余川亜暦群に一括した
方がよいのかもしれない。
　氷見層群（Himi　Group）氷見層群わ余川層群の上に整合叉わ不整合にのる青茨色シル
ト，紬砂，砂の暦で氷見地域でわ中部に新潟縣の次爪累層にみられるのと全く同様な「夏
川」すなわち石皮質砂暦おはさんでいる。弾波丘陵から金澤方面でわ「夏川一』わなく全縄
が砂厨となっている。タイプわ氷見町朝目山の断面とする。タイプでわ下部に藪田シルト，
中部灯夏川」，上都に朝日山細砂がある㍗の藪田シルトわ北の藪田附近によく護達して
いる。「夏川」わ氷見から石動附近の田川まで追跡できるが一定の厨準お示すものでわなヘ
　　　　　　　　　　オ■一金澤方面の水星厨群わ大秦砂暦で多くの貝化石お合む（小野山のくわしい研究がある）。
氷見附近でも化石わ具，有孔虫共に多い。氷見層群についてわのぺたい問題が多いのであ
るが紙数もつまってきたのでただその基底の木整合の問題だけお取りあげよお。金澤綾斜
帯でわ高窪泥岩と大秦砂厨とわ完李に整合に連綬し岩相でも明瞭な境東おひくことわで
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きない。ただ生物縦わ急襲し大桑に入ると貝と有孔虫が多くなる。野外でわその境わ第2
と一?E3の軽石帯の脚に人爲的に引くことになる。醤王山ノーズ地帯でわ，大秦砂暦の基底
に基底礫岩があり高窪泥岩の礫がもつと古い地厨のものと共にたくさん入っている。しか
しここでも高窪泥岩の上部あわづかかけているにすぎないので，第2軽石帯がけすられて
いるところもあるが大磯わほとんど完全である。二俣から南にゆくと大秦砂厨わ高窪泥岩
の全部から藏原砂岩までおオーバーラップするよおになり。，この現象わ金澤の南でも見ら
れ，ここでわ高窪の下部がわづかに残っている。一方石動一津幡の線から北にゆくと阿尾
累層の一部わ同じよおに欠けてきて，西でわ子浦附近でわ吉瀧と氷見暦群が接し1東側で
わ氷見附近から北でわだんだん肉屋がラすくなり宇波以北でわやはり吉瀧め上に直接氷見
がの・っている。これから北の能登孚島でわ大春，七尾の附近までずっと同様であるととわ
　　　　　　　　　　　　　　7ガ”謝比表にみられる通り一である。英田村附近でわ余川暦群の孚向斜構造おきって氷見層群が
分布している。このよおに金澤綾織帯から北と南に遠ざかるにつれて余川層群上部の地蔵
の欠除が著しくなり，南側の方が近い所で欠除の程慶わ著しい。從來地史學において整合
と不整合おはっきり封立させ二者選一のよおな考え芳おするよおに見られることわ考え広
ければならない。また不整合現象と不整合との薩別おはっきり認識する必要がある。堆積
物のないところが現在の海底にもあるごとわよく知られておψ，同時侵蝕とゆう問題もあ
る。ほんとの不整合わ二つの地展の間に地質學的に認識できる時間のギヤツプのあること
が絶謝の燦件であり，整合と不整合わま・さに時間の量的の差であり質的の差でわない。今
回の調査地域のよおに時代的にきわめて近い飽暦の聞捨取扱っている場合に不整合の問題
お諭すろときにわ不整合わ同時に他の場所で整合であることお意味し・てお一ゆ・不整合によ
って表される時間的ギヤツプの量が正しく認識されねばならない。この意味に於て余川風
群と氷見暦群との間にわ正に不整合がある。ところがこの氷見雇癖の基底部にわ普通の基
底層のよおなものがなく．いきなりかな吻深い海の堆積物がくる（南部でわ普通の不整合）。
私わこの氷見暦群下の不整合（石動以北の）わ海底に於て形成されたものと考えている。
つまリ余州暦群堆積期の終り近くに地向斜め移動あるいわ何らかの雑穀運動によ吻海底に
饗化が生じたものと考えたいのである。この問題わもっと講じく論じたいが・その他の不
整合に關するいろいいろの問題（例えば傾斜不整合の問題）などと・共に稿為政めてのべた
いとおもう。とにかく氷見暦群の分布とその基底部の愛化との闘係わ多くの問題お提供し
ているのである。
　　　　　　　’、1ウ　卯辰山裏層，植生累層，呉羽山果履。～＝れらわそれぞれ金澤附近から津幡の北にかけて
磁波孚野のまわりの折λ，果羽山から高岡市の南東の．丘陵にかけての三地域に分布してい
る。砂，粘土，礫の暦で埴生でわ垂炎お産す孔それぞれ鰯立した地域他堆積した三角洲
展状地及ラダー：！の堆積物と考えられる〇三木茂の植物化石の研究によると卯辰山系厨や
埴生累厨わ海岸の沼津払成であるということだ。氷見暦群以下の厨一とわ不整合現象がある
が（分布と構造によって判断される）まだ時間的ギヤツプの程度わわから底へ戸室産ξ
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ゆわれるぶ卿。伽冊伽m舳わ卯辰山累厨からでたものらしい。劇三山風とよばれるもの
わ卯辰山累暦のなかに含まれる。
　以上のぺた岩稻にはじまり卯辰山系暦な＆によって経る一群の地層を加越累層群（胞。・
触・Supergmup）と名づける。
　加越累層群より後の地歴にわ段丘優（海津及河岸）や沖積展があるが省暑する。ただ金
澤南東の戸室山岩）淺野川，犀川0最高位段丘（海抜300㎜に達する）とほぼ同時代に噴出
した火山（閑雲安山岩）であること泰注意して捨く。
　　MiむrObiOS山a迦誠p卵と種準層序
　血iCmbiOSt蝸鴫r理by（徴化石暦序學）の方法と研究結果のくわしい1＝とわ中世古寺弐螂
によって別に護表される。要するに各地域のできる淀け蓮綾した麟面について適當底注意
のもとに一定量の岩石サ1／プルおとウ，その中に含まれる有孔虫その他の徴化石を定量的
に研究する。1＝のよおな各断廠についての徴化石の分析によか，生態的局飽的の徴化石群
山icハーf舳nuIe）お一見開す。こ榊らの各麟厨についてのfaum王eお野外で確賀に遺跡さ・れ
た凝茨岩のよ拾な時面寿永す岩相の助け捨かりて隣り合ったものから段六遠いものに比較
してその愛化おみる。こんどの場合には余川層群と氷見暦群の下部にづい・て11枚の凝茨
岩が互に補足的の投捨して有効であった。このよおにして今回訓壷した全地域（八一尾附
近おのぞく）にわたって下から頒にM切榊棚雇肋㍑0日e，M伽倣物価刎伽。鵬，〃伽
さ椛。肋e炊‘cf　oo榊刎舳必z－1ユe，刀ρ鋤。伽伽召〃岨p〃。ゐa伽竈。ne，0ST　zone、戸。佃鋭。榊8泌伽幽邊θ⑦r挑冊仕
切倒伽e，の6の群帯（酌u血izone）お厚別することができた。このラちOST肌e以下の5
わ余川信群中にあり・”㈱榊〃切z㎝eわ氷見届群である。刀帥励伽m〃幽Jぬ歴0ne
わさらに氷見地域の北部でわ3の昌u｛〕卿neにわけられ，またこれらの榊neわいくっかの
卿mleにおけられる。2㎝uleわまだ生態的意味の強いもので全地域に為よぽすことわでき
ないが，ZOneわ岩質の異同お越して全地域に適用す；ることができる。これらの疵（lneの
境わ敵にのべた岩相による累厨の境界とわ斜変する．（勢比寿捨みよ）o〃物抑舳刎neと
〃。鮒ザ物　20口e　ξわ一方に　必。g空28‘㎜　0炉θr例〃棚∠刎戸ゐ鋤eψ棚お含む勿⑪皿u！e、ヵ｛ある殿以
外ほとんどちがいがなく小型有孔虫の群わほとんど一致する。珊伽伽肋ZOneと肌仏
伽舳”α・加βとわ岩質的にわ厚別できない時が多いが虹iCrOfa㎜aわここで念鍵する。ご
のMi舳＝。1舳商grap吋の設定によってそれまで断片的のデータであった大型化石（“Iegr
af㈱ilS）の産用が互に麗蓮づけられ，犬型化石の現象型としての出現から，よク本質的の
出現澗滅に讃展させることができる。かくして大型化眉のチ4タわ一段高い段階の鰯値お
もつよ捨になる。ζのよおにして有効な化石について　Bio卿肛e，」脳1螂。m，亙pibo16お
見出す。一ｻれらの藪例わ謝比表の左側に示した。さて以上を綜合して富山地域の標準暦序
1）OSTわ卵形，珪質の殻おもつ微生物でその所属わまだわからないが放散虫そわないかと考えら
　れる。　OSTとわ仮の名であるq
富山縣西部及石川懸東郡の第三紬暦 25
とレて対比表の左に示したよおに大容級（On・㎜亘里n），上座級（Kl㎜i呂yoa皿），嘱波紋’（Tリ
namian）及未桑級（On㎜舳n）お定めた。もっとも大番級の下限1わまだ定めてないしそれ
以下は八尾地域の研究おさらに進めてカ；らにしたい。これらの級（C1鵬）・わ富山石川地域
の地方的時間的暦序箪位であり，各級の境わ限定されていて，その間に私が“Le批e正nOm・
i酬iOn”のときにもちいた”わ存在しない。大番級のタイプわ南人呑村方画にあり，上皮
級わ上庄村早借附近，礪波級わ礪波丘陵，犬桑級わ金澤の甫及束の大秦砂層がタイフであ
る。
　さて他の沈積盆地め第三紀暦との対比わこのよおにして定められた標準層序（絞）おも
ととし，亙i6rObi0鮒鮎ig正apbyによって断片的のデータが・闘運づけられた皿。gaf0鯛i1宮や
高等有孔虫によって行われるもので決して岩相による厨房おもとに一して行うぺきものでわ
ない。しかし他の沈積盆地についてこのよおな研究わまだ充分に行われてい淀いから現在
でわ大麗の．目安おつけるに止る。大盤大番級わF3，上皮紙わG，礪波級わ凪，大秦級わ
H。と考え一られ大番組よリ下わまだ標準暦序おっ・くっていないがF！から巧に當るであろ
捨。これらの謝比の理由おここでのぺる紙面がないが，岩相による暦序のときにのべた化
石と，私が前に“IletteHOminatiOn”の中でのぺたことお比較して見られれば犬膿の理由
わ剃るはずである。大審級と上皮級との間のMicrofa㎜aの急憂わ他盆地との劉北上有効
淀目安と底るであろお。またpe1娼icの有孔虫，放散虫，珪藻，OSTなどのプランクト；・
の愛化わやはり他盆地との対比に役立つと考えている。
　　沈積輪廻について
　飾にのべた各層群叉わ亜厨群わ標準地域でわ大磯それぞれ一つづつの沈積輪廻の形お示
している。しかしこれお標準暦準にしたがってならべられた聾比表でみるとこれらの沈積
輪廻がをわめて局地的な現象にすぎないことに氣がつく。つまり加越累暦群わ全鵠として
一つの大きな沈積輪廻お示していて，その次かに地向斜の移動，局地的に饗化のある地殻
運動，火山確屑物の厚い堆積などによってひ肇おこされた小輪廻があり，各局群（亜厨群）
わこれらの小輪廻おあらわすものにすぎないことがわかる。さてこのカロ越累層群の沈積輪
廻わその地質時代おみると，まさに瑞穂紀（H新第三紀）一の沈積輪廻に偉ならない。そし
てその海進の極大わ．止庄級の時期にある。新潟，秋田あるいわ臨夷地方などの瑞穂系おみ
■．
ると大錘同じよおな形の大きな輪廻がみられる。このよおな沈積輪廻わ局地的の地殻運動，
局地的の地向斜の移動による影響お消しさったものである。今まで知られた化石の断片的
のチータにもとづいて対比お打つだ私の日本第三紀磨の対比表（“携tter　m叫inatiOn”に
つけたもの）によると古瀬戸内海地域おのぞいて大磯瑞纏紀の沈積輪廻に並行性のあるこ
とがみられそおである。かくしてもし何らかの方法によってこれらの沈積輪廻のいづれか
の部分について標準厨房の撃比お行うことができたならぽ・杢麗として海進・海退の傾向
おくらべることによって1＝となった沈積盆地の間め～＝まかい蟄比お行うことが可能となる
のでわないかと考える◎この・目的のためにわF3階の上限お決定するζとがもっとも容易
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わでわないかとおもう。
　　あ　と　が　き
　日本の第三紀地史學わ今書きかえられるべき段階にある。私どもの研究室でわ古生態學，
徴化石層序學，Vo1c狐。st耐igrap切，沈積諭の方面からこれお分析し，これらの間の關連性
素見出し，辮護法的な見方からごれお護展せしめよおと努めている。この研究わその第一
歩でまだ足らないとごろが多い。またどの論文でわ紙数の關係から充分に意おつくせなか
ったことが多．く，特に後年わ頂要な騒なのであるが全く要鶏たけ捨記すに止ったからある
いわ誤解も生ずるのでわないかと恐れている。脚注意，御意見おきかぜて頂きたい。文献
も紙数の關係セごく重要なものだけに止める。（1948・エ2・20）
　皇要　文　献
（1）頼　山　家　廓（19；io）石川富山縣の第三紬厨概観地獣14巻第3號
（2）璽　月　勝海（1930）加賀美濃山地北端の勉貌並びに瑚質構整地質學雑誌3階445號
（3）今村外治（1932）八尾第三1紬暦特せこ含有孔虫岩の分布に就き一て地質學嬢誌39審465錫
（4）大塚弼之助，望月勝海（19S2）地形襲．議史（岩波講座地理學）
（5）．小野山武文（1933）金津市並に富山縣石動町附近の第三紀暦地球1蜷第4・醐
（6）高橋純一，八木次男，青木良一，野因眞三郎（1脳）富山縣氷見推定油田について
　　　石油技術協曾誌2巻第2號
（7）大塚彌之助（1935）石川縣邑知地溝東北部の層序地質學雑誌42巻503號
（8〕小野山武文（1935〕高岡市及石川縣澤幡町附近の第三絢暦地球24巻第5～6號
（9）今　村　外　治（1脇6）唐山縣地質概要富山薄物學曾誌
（1O）池邊展生（1948）富山縣西部の第三紀厨の研究勉學国麗研究爵誌2巻第エ鋭
（11）池蕩展生（1948）“Le誠0HOmh乱ti㎝”について地學團鐙研究曾誌2巻第2強
（12）池邊展生　　日本の新生界の厘分の基準地學の護展第1輯（近刊の豫定）
　その他石油開襲促進委員勘二提出された報告書類0
　20万分の一の地形圖輪島七尾，金澤，富山、高山扮参照されると便利であるo
